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榊 原 幹 事  皆様、お待たせいたしました。本日はお忙しい中、ご出席賜りま

して、誠にありがとうございます。  

         本日、司会を務めさせていただきます、都市計画課長の榊原でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。  

         今審議会では、新型コロナウイルスの状況を鑑み、マスク着用に

て審議をいたします。時間も長くなり過ぎないよう、なるべく分か

りやすく、簡潔な説明を心掛けますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

         まず、当日の配付資料がございますので、ご連絡をさせていただ

きます。机上に配付させていただいておりますが、報告案件の空港

臨海部グランドビジョン2040（案）本編を追加で机上に配付させて

いただいているところでございます。  

         以上、どうぞよろしくお願いいたします。  

         続きまして、審議委員のご紹介をさせていただきます。令和４年

２月14日付けで区民または東京都もしくは関係行政機関の職員の委

員の交代もございましたので、ご紹介させていただきます。  

         お手元の、大田区都市計画審議会委員名簿を御覧ください。名簿

備考欄に新任と表示をさせていただいております、渋谷泰明委員で

ございます。渋谷委員につきましては、本日ご欠席という連絡をい

ただいております。 

         また、本日出席の幹事につきましては、御覧いただいている委員

名簿の裏面のとおりでございます。よろしくお願いいたします。  

         それでは、審議に先立ちまして、本日の資料を確認させていただ

きます。ここからは着座にて失礼いたします。  

         本日の次第が記載されておりますＡ４の資料をご確認ください。

こちらでございますが、表面に次第、裏面に座席表の記載がござい

ます。 

         次に、表面に、委員名簿、裏面に幹事名簿がございます。  

         続きまして、右上に諮問文写し、左上に第１号議案と記載のある

クリップ留めの資料をご確認ください。  

         １枚目の第１号議案の諮問文の写しをおめくりいただきますと、

第１号議案の資料となってございます。案件資料には、全て通し番
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号を右下に記載しております。  

         まず、ページ番号１、事前資料１－１が一覧表、Ａ４縦１枚の資

料でございます。 

         次に、ページ番号１、事前資料１－２が計画書。Ａ４横１枚の資

料となってございます。 

         次に、ページ番号３、事前資料２が総括図。Ａ４横、カラー版１

枚の資料となってございます。  

         さらに、続きまして、ページ番号４から10、事前資料３が計画図。

Ａ４横、カラーで７枚の資料でございます。  

         続きまして、ページ番号 11、事前資料４が説明資料、Ａ４縦１枚

の資料となってございます。  

         さらに、続きまして、ページ番号12から16でございますが、事前

資料５が参考資料でございまして、Ａ４縦、カラー版で５枚の資料

となってございます。 

         さらに、ページ番号17、参考資料、Ａ４横、カラー版１枚の資料

となってございます。 

         続きまして、右上に諮問文の写し、左上に第２号議案と記載のあ

るクリップ留めの資料をご確認ください。１枚目の第２号議案の諮

問文の写しをおめくりいただきますと、第２号議案の資料となって

ございます。 

         まず、ページ番号１から３が事前資料１で、計画書Ａ４横、３枚

の資料となってございます。  

         続いて、ページ番号４、事前資料２が総括図、Ａ３横１枚の資料

でございます。 

         さらに、ページ番号５から17、事前資料３が計画図、Ａ３横１３

枚の資料でございます。 

         さらに、ページ番号18から19、事前資料４が説明資料、Ａ４縦２

枚の資料となってございます。  

         次に、ページ番号20、事前資料５が意見照会の写し、Ａ４縦１枚

の資料となってございます。  

         次に、ページ番号21番、参考資料、Ａ４横、カラー版１枚の資料

となってございます。 
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         さらに、続きまして、右上に諮問文写し、左上に第３号議案と記

載のあるクリップ留めの資料をご確認ください。  

         １枚目の第３号議案の諮問文の写しをおめくりいただきますと、

第３号議案の資料となってございます。  

         まず、資料１が、改定大田区都市計画マスタープラン（案）でご

ざいます。ページ番号１から６が、事前資料２となってございまし

て、パブリックコメント実施結果、Ａ４縦３枚の資料でございます。  

         続きまして、報告案件の資料確認でございます。ページ番号１か

ら４「報告資料」が説明資料、Ａ３横カラー版２枚の資料となって

ございます。 

         そして、冒頭申し上げました、当日、配布資料で空港臨海部グラ

ンドビジョン2040（案）本編をセットにさせていただいてございま

す。 

         過不足等、ありませんでしょうか。途中でお気付きがあった場合

でも対応させていただきますので、その場合は、挙手等をしていた

だけましたら、対応をさせていただきます。  

         それでは、ここから議事につきまして、会長に進行をお願い申し

上げます。 

村 木 会 長  皆さん、こんにちは。本日もどうぞよろしくお願いいたします。  

         それでは、開会に先立ちまして、本日の審議会の成立及び傍聴人

につきまして、事務局から報告をお願いいたします。  

榊 原 幹 事  それでは、本日の審議会の成立につきまして、ご報告申し上げま

す。 

         審議会の成立要件につきまして、大田区都市計画審議会条例第５

条第２項におきまして、「審議会は、委員及び議事に関係のある臨

時委員の２分の１以上が出席しなければ会議を開くことができな

い。」と規定されております。  

 本日の委員の出席状況でございますが、委員18名のうち、出席12

名、欠席６名により、定足数を満たしております。  

 また、本日の傍聴申込数は、現時点で４名となってございます。 

村 木 会 長  ありがとうございます。ただいま事務局から報告がありましたよ

うに、定足数に達しておりますので、本審議会は成立となります。  
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 ここで、第175回大田区都市計画審議会の開会を宣言いたします。 

 審議に先立ちまして、本日の審議会の議事録署名委員は海老澤委

員にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。  

海 老 澤 委 員  よろしくお願いします。 

村 木 会 長  ありがとうございます。海老澤委員、議事録の署名につきまして、

よろしくお願いいたします。  

         ここで傍聴者の入室を許可いたします。  

（傍聴者入室） 

村 木 会 長  それでは、本日の議題につきまして、事務局より報告をお願いし

ます。 

榊 原 幹 事  本日は、諮問案件３件となりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

村 木 会 長  それでは、本日の第１号議案の審議に入ります。  

         大田区長より大田区都市計画審議会会長宛てに、令和４年２月 15

日付で、第１号議案、特定生産緑地（大田区決定）の指定について

が諮問されたので、これを議案といたします。  

         それでは、諮問文の朗読をお願いいたします。  

榊 原 幹 事  それでは、諮問文を朗読させていただきます。  

         お手元に配付させていただきました、議案の諮問文の写しを御覧

ください。 

         それでは、読み上げます。 

         第１号議案、特定生産緑地（大田区決定）の指定について。  

         標記の件について、生産緑地法第10条の２第１項の規定に基づく

手続き依頼があったため、生産緑地法第10条の２第３項の規定によ

り、下記のとおり諮問する。  

         諮問文の朗読は、以上でございます。  

村 木 会 長  では、この議案を上程いたします。  

         幹事より、議案の説明をお願いいたします。  

水 野 幹 事  まちづくり計画調整担当課長、水野でございます。本日はよろし

くお願いいたします。着座にて、進めさせていただきます。  

         まず、初めに、特定生産緑地について説明させていただきます。  

         資料の一番最後のページの参考資料を御覧ください。事前資料１
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－１の一番最後のページでございます。  

         これまで、保全すべき農地につきまして、区は、生産緑地地区と

して都市計画に位置付け、税制優遇とともに 30年間の建築制限を行

ってまいりました。 

         令和４年度以降、生産緑地の都市計画決定から 30年が経過し、い

つでも買い取り申し出が可能となることから、生産緑地の急激な減

少が懸念されてきました。  

         そこで、平成29年６月に、生産緑地法等の一部を改正する法律が

公布され、新たに特定生産緑地制度が創設されました。特定生産緑

地に指定することにより、買い取り申し出期間が 10年延伸され、こ

れまでと同じ建築制限を受ける代わりに、税制優遇を継続できるよ

うになります。 

         なお、特定生産緑地指定にあたっては、生産緑地法第10条の２第

３項におきまして、都市計画審議会の意見を聞かなければならない

と規定されております。大田区は、農地保全の観点から、令和５年

度に期限を迎えます全ての所有者様の意向を確認しまして、今回指

定の手続をするものでございます。  

         次に、事前資料２、右下のページ数ですと、１－３ページを御覧

ください。特定生産緑地地区総括図というカラーの横のものでござ

います。 

         こちらは、大田区内の現在の生産緑地の指定位置を示しておりま

す。この中で生産緑地を白抜き、今回、指定する特定生産緑地を緑

の斜線でお示ししております。  

         また、記号のＳは生産緑地、Ｔは特定生産緑地の略称となります。  

         次のページ、事前資料３、１－４ページ、こちらの特定生産緑地

地区指定図を御覧くださいませ。３－２Ｓと記載されている箇所を

ご確認ください。 

         こちらは、令和元年12月２日付けで、生産緑地地区を追加指定し

ております。見た目は一体の農地ですが、申請基準日が異なります

ので、一部、まだ30年たっておりませんので、今回は、３－１Ｔの

部分のみを特定生産緑地に指定することとなります。  

         次に、１－９ページ、何枚かおめくりいただきまして、１－９、
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こちらの18－２Ｓと記載されている箇所をご確認くださいませ。  

         こちらも、令和元年12月２日付で生産緑地地区を追加指定してお

りますので、今回が18－１Ｔの部分のみを特定生産緑地に指定いた

します。 

         また、20－１Ｓは、令和元年12月２日付で生産緑地地区に新規指

定、21－１Ｓは、令和３年11月30日付で、生産緑地地区に新規指定

したため、今回の特定生産緑地の指定は、対象外となります。  

         次に、事前資料５、１－ 12ページをおめくりくださいませ。１－

12ページのカラー図でございます。こちらの資料は、現地の状況写

真となります。今回、指定対象の特定生産緑地について現地調査を

しまして、営農していることを確認しております。  

         次に、事前資料４、１－ 11ページを御覧ください。今回、特定生

産緑地を指定しますものは、令和５年に期限となる合計13地区、面

積が約1．94ヘクタールとなります。 

         最後に、３、今後の予定になりますけれども、本日の審議会の審

議を経まして、令和４年４月に指定の公示、農地等利害関係人へ指

定通知を行う予定です。 

         以上で説明を終わらせていただきます。それでは、ご審議をよろ

しくお願いいたします。 

村 木 会 長  ありがとうございました。ただいまのご説明に対しまして、御意

見と御質問がありましたら、お伺いしたいと思います。いかがでし

ょうか。 

中 西 委 員  ご説明、ありがとうございました。特定生産緑地への移行自体は、

問題ないですが、結構なものだと考えています。  

         一定の、むしろそれ以外のところについて確認というか、分かっ

ていれば教えていただきたいのですが、今、ご説明の中で３－２Ｓ、

それから、18－２Ｓについては、事前資料２ですね。総括図のほう、

それから、その後ろの指定図の所でも結構ですが、１－３ページで

すね。小さいですが、３－２Ｓ、それから、 18－２Ｓが後から追加

したので、今回対象外と。これは、所有者は 18－１Ｔ、それから、

３－１Ｔと一体なのかという確認と、それから期限といいますか、

こちらが、特定生産緑地の対象になれば、追加でといいますか、後
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追いで移行する意図があるかどうかというのが、もし、分かれば教

えてください。 

水 野 幹 事  まず、一つ目の一体かどうかという質問につきましては、一体の

農地でございます。 

         後追いでということでございますが、まだ30年たっておりません

ので、30年がたつ前に、また、区のほうから特定生産緑地をかける

意向があるかどうかをお聞きして、かけていく予定でございます。  

中 西 幹 事  分かりました。 

         あと、もう一点だけ、念のための確認ですけど、同じく１－３で、

これで、大田区内の生産緑地は、この範囲にちゃんと収まって、こ

れが全てというのでよろしいのですね。  

水 野 幹 事  はい、さようでございます。  

中 西 幹 事  分かりました。ありがとうございます。  

村 木 会 長  ありがとうございます。 

         ほかにいかがでしょうか。 

         どうぞ、田村委員。 

田 村 委 員  委員の田村です。事前資料１－２の一覧を見ると、例えば、６－

１Ｔだと4,590平米、大きい所で。小さい所だと、12ですかね。510

平米と、大きさに差異が出てくるのですけれども、この面積基準み

たいなものがあるのでしょうか。  

水 野 幹 事  まず、生産緑地ですけれども、敷地面積が、区は条例で 300平米以

上となっておりますので、300平米以上でしたら規模は特に問題は、

大きさの基準はございません。  

村 木 会 長  はい、どうぞ。 

田 村 委 員  となると、今、中西委員からもあった、これから追加されるであ

ろう４地区についても 300平米を超えているという考えでよろしい

ですか。 

水 野 幹 事  はい。あくまで一つの敷地としますと、300平米以上になっており

ますので、残りの部分につきましても、期限が来る前に、特定生産

緑地に移行していくように手続をしてまいります。  

村 木 会 長  ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。  

         特によろしいですか。 
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（「はい」の声あり） 

水 野 幹 事  それでは、委員の皆様のご質問とご意見が出尽くしたようですの

で、お諮りしたいと思いますが、よろしいでしょうか。  

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  第１号議案については、諮問のとおり定めることが適当である旨、

答申したいと思いますが、よろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声あり）  

村 木 会 長  ありがとうございます。  

         では、御異議がないようですので、第１号議案については、諮問

のとおり定めることが適当である旨、回答いたします。  

         続きまして、第２号議案の審議に入ります。大田区長より大田区

都市計画審議会長宛てに、令和４年２月15日付で、第２号議案、東

京都市計画防災街区整備方針（東京都決定）の指定についてが諮問

されましたので、これを議案といたします。  

         それでは、諮問文の朗読をお願いいたします。  

榊 原 幹 事  それでは、諮問文を朗読させていただきます。お手元に配付させ

ていただきました議案の諮問文の写しを御覧ください。  

         それでは、読み上げます。 

         第２号議案、東京都市計画防災街区整備方針（東京都決定）の指

定について。都市計画法第 21 条第２項において準用する同法第 18

条第１項の規定に基づき、令和４年２月１日付で、３都市整防第 503

号により、東京都知事から照会がありましたので、東京都市計画防

災街区整備方針（東京都決定）の指定について、下記のとおり諮問

いたします。 

         諮問文の朗読は以上でございます。  

村 木 会 長  では、この議案を上程いたします。  

         幹事より議案の説明をお願いいたします。  

水 野 幹 事  まちづくり計画調整担当課長でございます。  

         では、第２号議案、東京都市計画防災街区整備方針の変更につき

まして、説明させていただきます。  

         まず初めに、防災街区整備方針について説明させていただきます。

資料の一番最後のページの参考資料を御覧ください。カラーの横判
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のこちらでございます。 

         防災街区整備方針は、都道府県が広域的見地から定めた都市計画

区域の整備・開発及び保全の方針、こちら都市計画区域マスタープ

ランと呼ばれております。こちらの具体的な方針を示します三つの

方針のうちの一つでございます。おおむね５年を目途に改定を行っ

ています。 

         東京都は、都市づくりのグランドデザインや都市計画区域マスタ

ープラン等の改定を行い、それに続き、令和３年３月に都市再開発

の方針を改定いたしました。防災街区整備方針については、昨年度

から改定を進めており、この度、東京都から意見照会がありました

ので、大田区の改定案を作成し、回答するものでございます。  

         東京都の意見照会につきましては、事前資料５のほうに諮問文、

１つ前のページですね。２－20 の所に諮問文がございますので、こ

ちらのほうを御確認ください。  

         次に、事前資料４、２－ 18 ページを御覧ください。  

         策定の目的ですが、防災街区整備方針は、防災都市づくりの推進

に向けて、防災上危険性の高い木造住宅密集地域を対象として、延

焼防止機能及び避難機能の確保と土地の合理的かつ健全な利用を図

り、安全で安心して住めるまちとして再生することを目的に策定す

るものでございます。 

         次に、事前資料２、右下、２－４ページを御覧ください。こちら

横の図面のほうでございます。  

         今回の変更概要についてですが、現在、防災再開発促進地区に指

定されていた斜線部分の大森東、大森南地区及び矢口・下丸子地区

について、木造住宅密集地域整備促進事業が終了したことから、昨

年改定しました都市再開発の方針と同様に、現状に即して防災再開

発促進地区を削除いたします。こちらは、東京都が定める策定の考

え方の事業が完了した地域については、原則として外すものとする、

に基づいて改定を行うものでございます。  

         なお、当該地区には、東京都建築安全条例による、新たな防火規

制を導入しております。 

         最後に、今後の予定を説明させていただきます。事前資料４、２
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－19 ページを御覧ください。 

         令和４年４月に、大田区の変更案を東京都に回答する予定です。

令和４年６月に、東京都都市計画審議会の付議ののち、都市計画決

定・告示を行っていく予定です。  

         以上で説明を終わらせていただきます。  

         それでは、審議をよろしくお願いいたします。  

村 木 会 長  ありがとうございました。 

         それでは、御説明につきまして、御意見・御質問があったら、お

願いしたいと思います。いかがでしょうか。  

         それでは、中西委員。 

中 西 委 員  御説明、ありがとうございました。今回のその議案が、都のほう

から事業が終了したので、終了したら、地域を外すということで、

それ自体は納得と言いますか、そういうものだろうなというふうに

理解はしております。 

         ただ、一応、その事業の効果というか、成果というのは、ちゃん

と上がっているのかという御説明のほうが、本当はあったほうがい

いかなと思っていまして、要は、この実際に密集市街地の改善とい

うのは非常に大変なもので、整備促進というものが進んだことによ

って、実際に、防災性能が向上したということをもって事業を終了

し、それによって区域から外して問題ないという流れだと。それが

本来で、そうなっているという御説明だとは思うのです。  

         ただ、ちょっとそこの途中がなくて、その事業は終了しました、

区域から外しますというよりも、一応状況として、これで改善され

たという説明になるほうが、実際、外してよさそうだという確認が

できるのでよいかなと思います。手続だけでなくて、実態も確認し

たほうがいいのかなという意味で申し上げています。可能な範囲で

説明をいただければと思います。  

瀬 戸 幹 事  すみません、私、防災まちづくり課長のほうから説明させていた

だきます。 

         こちらの資料に記載しています事業というのは、いわゆる木密事

業という事業でございまして、随分昔になりますが、平成２年度か

ら平成 20 年度まで、区内４地区で実施しておりまして、木造賃貸ア
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パートみたいなものは、建て替えに関して助成金を出すという事業

でございました。 

         それで、合計で 60 件ほど、そういった助成実績がございまして、

この事業につきましては、一定の成果があったものと考えています。 

         一方で、今、委員の方から終わりとありましたとおり、それをも

って区内の状況が、この事業を入れていた地域が安全になったとい

う状況ではございません。  

         ですので、それに代わる取組として、先ほど、簡単に説明があり

ました、区内のほうで導入しております、東京都の条例に基づく新

たな防火規制、こういった規制で建て替える際には、耐火性の高い

建物に建て替えていただくというような取組と、さらに、最近では、

促進策といたしまして、耐震性に劣る建物を除却する場合には、除

却費の一部を助成しますといったことを併せて実施しているという

状況でございます。 

         こういった昔の木密事業に代わる事業によって、代わりの取組を

進めていくということによって、着実に防災まちづくりのほうは、

これまでも、それからこれからも進めてまいりますので、今回のこ

の区域の指定を外すことについては、区の防災まちづくりの取組を

進めていく上では、全く支障にならないという状況になってござい

ます。 

中 西 委 員  状況については、ありがとうございます。何ていいますか、ただ、

何十件かと建て替わって、それで、蓄積に耐える性能かというとこ

ろが、正直なところ、どうかなと感じるところもあります。  

         それから、やっぱり根本的には、その基盤道路のポイントは、そ

ういった公共空間が整うということが、本来は必要なんだろうなと

思っていまして、そういう意味では、本当はこういった整備方針の

指定が続いた上で、都のほうもちゃんと手を組んでもらうと、この

件のことについては重要かなとは、個人的に思います。そういうよ

うな意見が出ているということで、可能であれば伝えていただけれ

ばと思います。 

         一方で、その方針に則って事業を終了したときに外すというとこ

ろは、多分都の権限で、区としては、そういう意見を申し上げると
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いうところなんですね、恐らく。それを理解した上で、ちょっとこ

のような話があると理解していただければと思います。  

         以上です。 

瀬 戸 幹 事  すみません、ちょっと補足。防災まちづくり課長ですが、一応事

業を終了するという判断の中で、１点、この事業の達成度を測る指

標がございまして、燃えにくさを表す不燃領域率という指標なんで

すけれども、これが 40％を超えると、最低限その事業の実施の効果

の尺度に達したという判断になるんですが、大森東、大森南地区で

40.39％、矢口・下丸子地区で 58.6％ということで、事業をやめる

段階で、最低の基準についてクリアしたということも踏まえて、終

了させていただいたという経過がございます。  

中 西 委 員  ありがとうございます。  

村 木 会 長  今、御説明があったような何％達成したとか、そういう資料がな

いと、我々は、きっと事業終了によるという、その言葉しか分から

ないので、できればその辺りの状況の御説明とかの資料を作成いた

だけると、とても理解が進むのではないかと思いましたので、今後、

ご検討をいただければと思います。 

榊 原 幹 事  承知いたしました。 

村 木 会 長  ほかに御意見・御質問はいかがでしょうか。  

         よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  それでは、委員の皆様の御意見と御質問が出尽くしたようですの

で、お諮りしたいと思いますが、よろしいでしょうか。  

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  第２号議案については、諮問のとおり定めることが適当である旨、

答申したいと思いますが、よろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声あり）  

村 木 会 長  では、御異議がないようですので、第２号議案については、諮問

のとおり定めることが適当である旨、回答いたします。  

         続きまして、第３号議案の審議に入ります。  

         大田区長より、大田区都市計画審議会会長宛てに、令和４年２月

15日付で、第３号議案、大田区都市計画マスタープランの改定（大
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田区決定）についてが諮問されましたので、これを議案といたしま

す。 

         それでは、諮問文の朗読をお願いいたします。  

榊 原 幹 事  それでは、諮問文を朗読させていただきます。 

         お手元に配付させていただきました議案の諮問文の写しを御覧く

ださい。 

         それでは、読み上げます。 

         第３号議案、大田区都市計画マスタープランの改定 (大田区決定)

について。都市計画法第18条の２に基づく大田区都市計画マスター

プランについて、有識者による改定推進員会での議論やパブリック

コメントの実施結果を踏まえ、改定案を取りまとめたので下記のと

おり諮問する。 

         諮問文の朗読は、以上でございます。  

村 木 会 長  では、この議案を上程いたします。幹事より議案の御説明をお願

いいたします。 

水 野 幹 事  まちづくり計画調整担当課長です。よろしくお願いいたします。  

         私からは、第３号議案、大田区都市計画マスタープランの改定に

ついて説明いたします。 

         区では、大田区都市計画マスタープランの改定に向けた検討を、

令和元年度より進めており、有識者による改定推進委員会での議論

を踏まえ、取りまとめた素案について、昨年、 11月４日開催の本審

議会にて報告させていただいたところです。  

         素案については、11月17日に公表し、約３週間の期間でパブリッ

クコメントを実施し、多くの御意見をいただきました。御意見につ

いては、区の考え方を示すとともに、御意見を踏まえた素案の一部

修正を行い、２月２日開催の改定推進委員会を経て、都市計画マス

タープランの案を作成しましたので、本日、審議会委員の皆様に御

審議いただきたいと思います。  

         本日は、都市計画マスタープラン（案）及びパブリックコメント

の実施結果の資料をご用意しております。都市計画マスタープラン

（案）につきましては、前回の審議会で報告をさせていただいた素

案から補足の説明の追記や、文言修正を行ったのみとなっておりま
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す。後ほど、御確認いただければと思います。  

         本日は、区民の皆様からいただいた御意見を中心に、資料の説明

をいたします。 

         それでは、事前資料２、改定大田区都市計画マスタープラン（素

案）に対するパブリックコメント実施結果を御覧ください。こちら

でございます。 

         有識者による改定推進委員会での議論や、様々な区民参画などを

行いながら取りまとめました都市計画マスタープランの素案を公表

しまして、区民の皆様からの意見募集を行いました。大田区ホーム

ページ、区報、区のツイッターで意見募集の周知を行い、素案冊子

を都市計画課の窓口のほか、本庁舎２階の区政情報コーナー、各特

別出張所、図書館に設置いたしました。  

         また、意見募集期間中に、蒲田、大森など、４か所の会場で計６

回の素案説明会を開催いたしました。その結果、 14名の方から44件

の貴重なご意見をいただきました。  

         なお、お一人で複数の意見を寄せられた方もおりますので、この

ようなカウントとなっております。事前資料２は、いただいた意見

の要旨と区の考え方をまとめたものです。幾つか御意見に対する区

の考え方を説明させていただきます。  

         まず、計画全体につきましては、１ページ、３と４番です。こち

らは、賑わいは第一に必要なものかといった、賑わいに関する御意

見をいただきました。本マスタープランでは、暮らしやすい場、安

全・安心、地球に優しい環境とともに、賑わいと交流も持続可能な

都市づくりにおいて重要なテーマと考えております。  

         そこで、将来都市像の実現に向け、現在の緑豊かで良好な住環境

や賑わいのある商業地の土地利用状況など、地域の特性を考慮しな

がら、戦略的に都市づくりを推進していくと考えております。  

         次に、２ページ目、７と８番目でございます。こちらは、マスタ

ープランを改定するだけでなく、将来都市像の実現に向け、しっか

り取り組んでほしいといった御意見をいただきました。  

         本マスタープランで示した将来都市像の実現に向けて、地域住民

やまちづくり協議会等の団体、事業者など、様々な主体との連携を
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進めるとともに、進行管理体制を構築することにより、都市づくり

の成果を評価して、着実に取り組んでいきますと記載しております。 

         ２ページ目、10番から12番です。こちらは、明確な財源の裏付け

がないといった財源に関する御意見をいただきました。都市計画マ

スタープランにおける将来都市像の実現には、区だけでなく、地域

住民、事業者など、多様な主体がそれぞれの役割を担いながら協働

していく必要があると考えております。  

         また、目標年次も、おおむね20年後と長期にわたることから、詳

細な計画内容を記述するには限界がある中、具体的に事業を実施す

る際には、必要な財源の確保と効果的・効率的な都市づくりの実現

に向け、国、東京都、民間事業者等との連携とともに、都市づくり

に関連する区の様々な計画と連携強化を図っていくと記載しており

ます。 

         次に、３ページ目、14番からは、部門別方針に関する意見です。

それぞれ意見に対する本マスタープランでの方針の記載箇所や考え

方を示すとともに、マスタープランが都市づくりの基本的な方針で

あることから、具体的な施策につきましては、関連部署と共有し、

今後の参考にさせていただく旨、記載しております。  

         また、16番や19番につきましては、いただいた御意見をもとに、

追記修正をしています。 

         ３ページ目、21番から４ページ、28番までは、地域区分や蒲田地

域や雑色駅周辺に関することなど、地域別方針に関する御意見です。

こちらも、それぞれ意見に対する本マスタープランでの方針の記載

箇所や考え方を示すとともに、具体的な施策については、関連部署

と共有し、今後の参考にさせていただく旨を記載しています。  

         また、蒲田地域の意見については、蒲田駅周辺地区グランドデザ

インに基づき、総合的・長期的な都市づくりを進める旨を記載して

います。 

         ３ページ目、22番については、いただいた御意見を踏まえ、地域

区分設定の考え方の「特性」欄に、面積及び人口データの追加をい

たしました。 

         ４ページ、29番からは、その他の意見です。  
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         ５ページの30番から32番は、新型コロナウイルス感染症の影響を

踏まえ、人口減少を見据えた見直しを行うべきといった、新型コロ

ナウイルスによる都市づくりへの影響に関する御意見をいただきま

した。本マスタープランの記述を引用し、これまでの課題を踏まえ

た都市づくりを着実に進めつつ、新型コロナウイルス感染拡大によ

る生活様式の変化が、都市づくりに与える影響を長期にわたって注

視しながら、国や東京都の方針とも連携しつつ、柔軟に対応してい

く旨、記載しております。  

         ５ページ目、34番から37番は、専門家を交えた話し合いの場の創

出や、地区協議会の重要性、地域のまちづくり制度づくりの必要性

といった地域での協働のまちづくりに関する御意見をいただきまし

た。 

         区としては、本マスタープラン改定にあたり、アンケートや意見

募集箱の実施、まちづくり座談会やワークショップの開催など、様々

な取組を進めてきたところですが、今後も、まちづくり条例の活用

や区民参画の機会創出を進め、進行管理による都市づくりの進捗の

地域共有、都市づくりの担い手の人材育成支援などの検討を進めて

いく旨について、本マスタープランを引用し、記載しております。  

         次に、６ページ目、38番から42番は、新空港線整備を再検討すべ

きといった、新空港線整備に関する御意見をいただきました。新空

港線整備は、沿線のまちづくりに与える影響も大きく、移動利便性

の向上だけでなく、地域の活性化や災害時の迂回ルート等に資する

事業であることから、本マスタープランにおいて、引き続き重要な

施策の一つとして位置付けていく旨、記載しています。  

         次に、43番については、いただいた意見を踏まえ、年表の記述を

修正しております。 

         次に、資料１の改定都市計画マスタープランをつくるにあたりま

して、今回、このパブリックコメントでいただいた意見の修正点な

どを素案に反映して、作成しております。  

         パブリックコメントの説明のほうは、以上になります。  

         次に、今後の都市づくりの推進に向けた取組につきまして、引き

続き説明させていただきます。  
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         資料１、都市計画マスタープラン（案）ですね。こちらの 184ペー

ジ第６章になるのですけれども、こちらのほうから御覧ください。  

         パブリックコメントの区の考え方の中で、進行管理に関する御意

見や地域での協働のまちづくりに関する御意見をいただき、区の考

え方を示してまいりましたが、区の方針を定めるだけでなく、多く

の皆様とその方針を共有するとともに、適切な進行管理を行いなが

ら、都市づくりの推進に向けた取組を進めていきます。  

         こちらの第６章は、将来都市像の実現に向けた方向性を示してお

ります。この記載を踏まえ、今後は、都市づくりの普及啓発や復興

の視点を加えた活動による区民参画機会の創出などを検討するとと

もに、189ページのほうには、ロードマップを示しております。  

         こちらのとおり、適切な進行管理と評価・点検を行いながら、適

宜都市づくりの進捗状況を本審議会に御報告してまいりたいと考え

ております。 

         以上で都市計画マスタープラン（案）の説明を終わらせていただ

きます。御審議をよろしくお願いいたします。  

村 木 会 長  ありがとうございました。 

         それでは、皆様、御意見・御質問があったら、お願いしたいと思

います。いかがでしょうか。  

大 竹 委 員  それでは、御説明をありがとうございました。この間、意見とし

て言わせていただきます。委員会や、あるいは本会議で意見を言っ

てきましたが、私どもは、この都市マスタープランに反対をいたし

ます。反対の理由の第１ですが、新空港線が都市づくりを進める上

で重要な施策の一つであるとの件です。  

         日本共産党大田区議団は、コロナ禍のもと、区民の命を守ること

を優先させるために、新空港線を整備資金積立金を廃止して、コロ

ナウイルス対策に区長が先頭に立って取り組むことを求めてきまし

た。 

         区民意見募集、パブリックコメントでも提出意見数は44件、その

うち新空港線に関する意見が５件ありました。その内容については、

先ほど御説明があったとおり、再検討、もしくは中止を求めるもの

です。そういう意見があるということです。  
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         それから、第２の点ですが、様々な自治体と連携して進めること

は、行政責任の後退になり兼ねないということです。 10年前の都市

計画マスタープランでは、まちづくりは、区民と行政がそれぞれの

責任のもとに、あたかも車の両輪のように役割を分担することによ

り、初めて実現されていくものと考えていると述べられていました。 

         今回の改定都市計画マスタープランでは、地域住民をはじめとす

る地域に関わる様々な自治体による、世代を超えた共助による地域

づくりが必要ですと述べています。  

         様々な自治体とは、公民連携を含めて、様々な自治体と連携して

進めることになっていますが、このこと自体、行政責任の後退にな

りかねないということです。  

         第３点目に、住民が住み慣れたまちに残れないということです。

この間も京急蒲田・糀谷駅前再開発が終了して、土地関係者、地主、

借地賃借人の４割しか残れないまちづくりが行われてきたという点

で、この以上３点の理由で、この都市計画マスタープランについて

は反対ということで、意見を申し上げたいと思います。  

         以上です。 

村 木 会 長  御意見、ありがとうございます。何か事務局のほう、お答えはあ

りますでしょうか。 

水 野 幹 事  まず、新空港線につきましては、パブリックコメントでは、様々

な御意見を頂戴したと思いますけれども、一方で、令和元年度の区

の施策検証等に向けた大田区区民意識調査につきましては、鉄道の

充実を望む声が、51.1％と上位に位置しておりまして、区民の新空

港線整備に対する期待は高まっております。都市計画マスタープラ

ンでは、新空港線整備を引き続き、重要な施策の一つとして位置付

け、本事業の理解及び整備促進に向けて、取組を進めてまいります。  

         二つ目ですけれども、公民連携を含めてという話なのですけれど

も、現行の都市計画マスタープランでは、地域力との連携によるま

ちづくりにおいて、まちづくりの主役として、区民や事業者の皆様

を位置付けております。 

         都市づくりの担い手として、それぞれの役割と責任に基づいて、

共に協力し、まちづくりを実現するために力を出し合う地域力を生
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かしたまちづくりの推進を目指すことを掲げ、これまで地域と共に

まちづくりを進めてまいりました。  

         これら、様々な主体との連携を基本としたまちづくりの考え方に

つきましては、改定する都市計画マスタープランにおいても、しっ

かり継承してまいります。 

         また、大田区公民連携基本方針を踏まえまして、都市づくりに関

わる区民や事業者など、多様な主体の参画機会の充実を図るために、

都市づくりへの参画を促進する仕組みを積極的に展開してまいりま

す。 

         最後ですけれども、再開発のほうですけれども、都市計画で再開

発事業をはじめとする様々な事業手法があると思いますけれども、

その検討・立案過程におきましては、地権者はもとより、周辺地域

や地域の声を十分踏まえ、合意形成を図りながら行うよう、区とし

ても指導・助言のほうを行ってまいります。  

         以上でございます。 

榊 原 幹 事  補足です。 

村 木 会 長  はい、どうぞ。 

榊 原 幹 事  新空港線についてなのですが、様々な意見があるということは承

知しております。 

         ただ、これから大田区が、コロナ禍の状況なども踏まえながら、

まちに活性化するような方策を呼び込むためには、どうしても、様々

な主体の中で、民間事業者の投資なども必要不可欠だと思っており

ます。ですので、新空港線を起爆剤にしながら、新たな大田区の活

性化を生み出すために、様々な主体と一緒に取り組んでいきたいと

いうことを、今回、強く都市計画マスタープランに追記してござい

ます。 

         また、今申し上げましたけれども、そういうような民間の投資を

呼び込んでいく一方で、区民の方々が、これからも住み続けられる

ような取組を、まさに区としては力を入れてやっていきたいという

ことも含めまして、様々な主体に戻りますが、その方々とも、一丸

となって、今後も進めていくというような方針を立てております。  

         説明は以上です。 
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村 木 会 長  ありがとうございます。  

         どうぞ。 

須 藤 委 員  委員の須藤と申します。この新空港線については、反対の声もあ

りますが、自分も賛成の声をたくさんいただいておりまして、今年

度中に大まかに決まって、もう進んでいく方向で決まっているとい

うこともありますので、ぜひぜひ空港線とやりとりが一体化する方

向でぜひ進めていただきたいと考えております。  

         以上です。 

村 木 会 長  ありがとうございます。  

         ほか、いかがでしょうか。 

         北見委員、お願いします。 

北 見 委 員  どうも、委員の北見でございます。先ほどから先生方の御意見を

聞いたり、いろいろしていますけども、蒲田というまちに私もずっ

と住んでおります。その中で、蒲田というか、大田区全体の知名度

というか、非常に23区内で低いです。 

         その昔、ヤフーが検索したところによると、ＪＲの京浜東北線の

中で、住んで良かったまちナンバーワンは、断トツで蒲田です。２

位が大井町、３位が大森です。ということは、やっぱり皆さん、住

んでいただいた方は、みんな蒲田はいいと思っていらっしゃる割に

は、ほかの地方都市の人からすると、蒲田はまだまだ危なくて、汚

くて、暗いまちだというイメージが付いています。  

         それで、非常に新空港線ができることというか、ＪＲが、なぜあ

んな空港線の所に持っていくのか、私は、理解できないのですけど

も、やはり東西線で志木のほうとか、向こうの東武東上線のほうか

らこちらのほうに入ってきていただいて、中には、その蒲田が途中

の駅になるんじゃないかという方もいらっしゃいます。  

         ただ、皆さん、ご存じのとおり、渋谷も今、途中の駅です。途中

下車の駅なのです。それでも、あれだけ発展している。それは、一

生懸命皆さんが努力している成果だと、私は、思います。  

         ですから、蒲田もやっぱりここで変わらないといけない。ほかの

所みたいにどこを切っても金太郎ではなくて、蒲田ならではの文化

を位置付けた、そういう新空港線の駅をつくるというのが私たちの
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役目ではないのでしょうか。そう私は思っております。  

         ですから、新空港線に関しては、私の所属する地域の代表で来て

いますけども、皆さん、賛成です。そういうことに対して、やはり

みんなで一丸となって、今は、コロナウイルスですけれども、じゃ

あ、今、コロナウイルスだからやめていいのかというと、あと、私

たちの子どもたち、孫たちに対して、どういう言い訳をしたらいい

んだということになると、私は、思います。  

         ですから、今のうちに、ここのところはしっかりと皆さんと意見

を交わさせていただいて、きちんとした、何も派手に 20階建て、30

階建てを建てるんじゃないんです。10階でもいいです。蒲田が住み

やすくて、平面交差が西口と東口、それから、いろんな所の部分の

所で、事故の少ない蒲田の駅を造っていただければ、皆さん、蒲田

に集まってきていただいたり、ほかの地域の皆さんも、そういう相

乗効果で良くなるんじゃないでしょうか。私は、そう思います。  

村 木 会 長  ありがとうございます。ほかに御意見・御質問は、いかがでしょ

うか。 

         よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  今、いろいろ御意見をいただいたと思いますが、これ、今日、御

説明があったロードマップの中で、状況がどうなっているのかとい

うことの点検評価をどうやって、どういう頻度でやっていくか。そ

の際にどういう指標で見ていくのかということを、もう少しお考え

になって、それを提示されると、皆さんもっとご理解いただけるの

ではないかなと思いますので、そのあたりも都市計画課の中でいろ

いろ御議論をいただけるとよろしいのではないかなと、私も思いま

した。 

         どうぞ。 

榊 原 幹 事  すみません、ちょっと説明不足がございまして。先ほど、課長の

ほうから189ページに触れて、今後、進捗管理をしていくという話が

ありましたが、この間、議会でも質問をいただきまして、どうやっ

ていくのかという話の中で、実は、もう来年から、そういう組織を

立ち上げながら、関係部局の計画を取りまとめていくようなことを、
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今、想定しておりまして、関係計画の評価の指標やら、あとは、区

民満足度やらを集計して、また、定期的にこの都市計画審議会にも

取りまとめた結果を報告するようになってまいりますので、その辺

が、毎年、産みの苦しみでちょっと時間をかけますが、方向性がま

とまりましたら、また、御報告させていただきたいと思います。  

         以上でございます。 

村 木 会 長  そのような御説明がありましたので、皆さん、それを期待してお

待ちしたいと思います。 

         ほかに御意見・御質問はいかがでしょうか。  

         はい、どうぞ、お願いいたします。  

西 山 幹 事  先ほど、北見委員のほうから御意見をいただきまして、ありがと

うございます。蒲田に関する御意見ということで、これに関しまし

ては、私どものほうでも、今回、マスタープランをまとめるのと並

行しまして、蒲田のグランドデザインの改定作業を現在、進めてい

るところでございます。 

         そうした中で、各委員の皆様から、蒲田らしさという言葉を所々

で聞いていまして、やっぱり蒲田にしかない魅力という、わい雑と

言っては何ですけれども、そのようなところも魅力の一つになって

いますので、これらを残しながら、蒲田のグランドデザインの中で、

東西の行き来をしやすくするような検討をしていますので、マスタ

ープランをベースに、さらに、蒲田のまちづくりが進んでいくこと

になると思います。 

         そうした取組が、今後の大田区として選ばれるまち、信頼される

区になると思いますので、いいところを伸ばしていけるよう、頑張

っていきたいと思います。  

         あと、区のアンケートの中でも、蒲田の暮らしやすさという点に

関しては、先ほど、水野のほうも話しましたけれども、とても暮ら

しやすいと感じているですとか、暮らしやすい・肯定的な意見が、

約８割程度ございますので、こういった評価をいただいていること

を心に留めて、今後のまちづくりをしっかり進めていきたいと思い

ますので、今後ともよろしくお願いいたします。  

         私からは、以上です。 
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村 木 会 長  ありがとうございました。よろしいですか、皆さん。  

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  ありがとうございます。  

         では、御意見と御質問が出尽くしたようですので、お諮りしたい

と思いますが、よろしいでしょうか。  

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  第３号議案につきましては、諮問のとおり定めることが適当であ

る旨、答申したいと思いますが、よろしいですか。  

         異議あり。 

大 竹 委 員  一応、決を採ってください。  

榊 原 幹 事  分かりました。 

         それでは、第３号議案につきましては、諮問のとおりに定めるこ

とが適当である旨、答申したいと思いますが、賛成の方は、挙手を

お願いいたします。 

（賛成者挙手） 

村 木 会 長  数を数えていただいて大丈夫ですか。  

         賛成多数により、第３号議案につきましては、諮問のとおり定め

ることが適当である旨、答申することに決定いたします。  

         ただ、反対意見というものがあるということも、まちづくりでは、

あることですので、そういった御意見も大切にしながら、今後は、

いろいろ評価とか、していただければと思います。ありがとうござ

います。 

         それでは、そのように答申させていただきます。  

         本日は、報告案件が１件あるようですので、御説明をお願いいた

します。 

神 保 幹 事  公共交通・臨海部担当課長の神保でございます。私からは、空港

臨海部グランドビジョン2040（案）について報告いたします。着座

にて、失礼いたします。 

         机上に当日、配付した資料もありますので、お手元に御用意をお

願いしたいと思います。 

         本ビジョンにつきましては、都市計画マスタープランで設定され

ている空港臨海部地域における個別計画として、空港臨海部が 2040
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年に目指すべき姿を示す内容となっております。  

         昨年、11月４日に開催された、前回の都市計画審議会で、空港臨

海部グランドビジョン2040（素案）について報告をさせていただき

ました。 

         その後、ダイジェスト版１ページ、こちらのほうを御覧になって

いただきたいのですが、１ページの右側、ビジョン改定までの経緯

などで、記載しているとおり、昨年、11月９日から11月30日までの

３週間、パブリックコメントを実施しました。  

         また、パブリックコメント期間中に説明会を３日間開催し、８名

の方に来ていただいております。  

         素案に対する御意見につきましては、３名の方から合計 15件の提

出がありました。その内訳は、ビジョン全体に関することが５件、

背景や位置付けなど、序章に関することが１件。空港臨海部の現状

と2040年の将来動向に関することが１件。将来像に関することが１

件。将来像の実現に向けた基本方針に関することが１件。実現に向

けて、民間事業者や大学、研究機関との連携などに関することが１

件となっております。 

         いただいた御意見の内容は、既に素案の中で反映されていること

や参考意見だったため、今回、素案の段階から大きく変更・修正し

た箇所はございません。 

         ただし、すみません、こちらの空港臨海部グランドビジョン 2040

の本編の冊子のほうの21ページの所を御覧になっていただきたいの

ですが、１月31日に開催された、第98回東京都港湾審議会で、東京

港、第９次改定港湾計画に向けた長期構想が答申されており、この

中で令和島の南側、新海面処分場に、2040年度に向けたＺ１バース

の整備構想、コンテナターミナルの機能拡張が記載されております。 

         こちらのところの赤くＺ１機能の拡張と書かれている所でござい

ます。このため、お手元の空港臨海部の冊子、この 21ページの所で

も、空港臨海部の主な開発動向の所に、Ｚ１バースを記載し、ビジ

ョンの最終案として、取りまとめております。  

         すみません、また、ダイジェスト版のほうにお戻りになってくだ

さい。２ページの所を御覧になっていただければと思います。２ペ
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ージ目の所の右側に、空港臨海部の将来像として、多様な人々と交

流・挑戦する未来型創造都市。  

         また、３ページ目の所の三つの基本方針。こちらは、基本方針①

として、高度な産業の集積拠点。基本方針②としまして、人の活動

と自然の調和。基本方針③としまして、次世代のインフラ整備とし

ております。 

         また、右側になりますが、こちらは、将来都市方針図としまして、

令和島の所が、港湾・先端テクノロジー実装の場。東海、平和島の

所、オレンジで書かれている所が物流の場。紫色で記載されていま

す城南島、京浜島、昭和島につきましては、ものづくりの場。青く

描かれている羽田空港につきましては、世界交流の場としておりま

す。 

         また、４ページ目の所を御覧になっていただければと思います。

４ページ目の所には、三つの基本方針に基づき、方針ごとに四つの

プロジェクトテーマを設定しております。こちらは、それぞれにつ

きまして、将来像、基本方針、将来都市方針図、このプロジェクト

につきましては、パブリックコメントの結果を踏まえて、修正・変

更したことはございません。  

         パブリックコメントに関する報告は、以上となります。  

         今後の予定につきましては、また、１ページ目の所に戻っていた

だきたいのですが、１ページ目、右上の所でございます。こちらは、

先ほどの都市計画マスタープランと連動しまして、３月末までに策

定したいと考えております。  

         また、令和４年度になりまして、公表する予定となっております。 

         私からの報告は、以上となります。  

村 木 会 長  御説明、ありがとうございます。御意見・御質問があったら、お

願いしたいと思います。いかがでしょうか。  

         北見委員。 

北 見 委 員  御説明、ありがとうございます。  

         ただ、一つ、私が印象として受けているのは、このビジョンの中

で抜けているのは、ＳＤＧｓ。もうばっさり抜けています。海洋な

ので、非常にこれは、風力、風の強い地域です。風力発電を使った
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りとか、太陽光発電を入れたりだとか、今、定期的に停電も起こる

時代でございます。蒲田もばさっと止まりました。何も予告なく止

まりますので、全くエレベーターに乗っている人はどうするのだろ

うと思っていましたけど、本当にそういう世の中が、もうそこまで

来ています。 

         これは、どうするかといったら、今日もこのような天気なので、

太陽光は動いているので、東京電力は、危機感を持っていません。

太陽光で十分補えますので。  

         それを考えると、やはり大田区は大田区でＳＤＧｓをどんどん前

向きにもっと持っていったほうがいいと思います。そういうことを

ほかの区は、あまりしていません。  

         でも、大田区は、目の前に海があって、陸があって、面積も広く

て、何でもそろっているのは大田区しかありません。そこの区がそ

れをやらなくてどうするのですか。私は、そう思います。  

村 木 会 長  どうぞ。 

榊 原 幹 事  ＳＤＧｓのお話、ありがとうございます。実は、都市計画マスタ

ープランもグランドビジョンも、ＳＤＧｓの検討は、していたとこ

ろです。 

         ただ、大田区として、全庁的にどう今後取り入れていくかという

ような議論がございまして、今後、企画課のほうが中心になりなが

ら、取りまとめていくような方向で、今後、それらがまとまりまし

たら、この計画の改定時期に盛り込んでいくような予定となります。 

         以上でございます。 

神 保 幹 事  補足になります。すみません、ダイジェスト版の所の２ページ目

の所を、また御覧になっていただきたいのですが、メガトレンドの

所で、都市部における2040年に向けた社会構想の変化、この図でＳ

ＤＧｓなどのグローバル課題への対応というものをまとめておりま

す。これを受けまして、我々のほうとしましては、ＳＤＧｓを含め

た検討のほうも進めております。 

         また、今後、企画課のほうでも、ＳＤＧｓの検討を進めてまいる

ということは、確認しております。  

         また、本編の所、67ページのほうも御覧になっていただきたいの
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ですが、プロジェクトテーマとしまして、脱炭素社会への推進とい

うのを掲げております。 

         また、68ページの部分、次世代エネルギー、インフラ整備支援と

いうことも掲げております。  

         また、東京都のほうでも、東京ベイｅＳＧプロジェクトのほうで、

浮体式太陽光発電なども、今後検討を進めると聞いておりますので、

東京都とも連携を取りながら、ＳＤＧｓ、脱炭素社会に向けた取組

のほうを進めてまいりたいと考えてございます。  

村 木 会 長  よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  ありがとうございます。ほかに御意見はいかがですか。  

         よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

村 木 会 長  それでは、本日の審議は、以上で終了となります。本日は、御審

議をいただき、ありがとうございました。  

         司会を事務局にお返しいたします。  

榊 原 幹 事  委員の皆様、本日は、御審議のほどを、誠にありがとうございま

した。今年度は、新型コロナウイルスの影響がある中、審議会に御

出席いただいた委員の皆様には、本当にありがとうございました。

重ね重ね御礼を申し上げます。  

         それでは、これをもちまして、第175回大田区都市計画審議会を終

了させていただきます。 

         来年度の予定につきましては、別途御案内をさせていただきます

ので、よろしくお願い申し上げます。  

         本日は、まことにありがとうございました。  

午後３時６分閉会 

 


